
 
 

（８） 下水道事業会計決算の状況  

ア  総括事項  

平成２９年度の下水道事業は、平成２３年１月に策定した流山市流域関連公共

下水道基本計画説明書（平成３６年度まで）（以下「基本計画」という。）及び、江戸

川左岸流域関連公共下水道事業計画及び手賀沼流域関連公共下水道事業計

画に基づき、既成市街地の汚水管整備及び雨水管整備、つくばエクスプレス関連

区画整理事業に伴う汚水管整備及び雨水管整備を実施した。 

この結果、下水道普及率は１．７１パーセント増加し、８６．９２パーセントとなった。 

また、平成 ２９年度は、平成２８年度 ・２９年度の継続事業として、財政計画と投

資計画の整合性を図るべく平成３０年度から平成３９年度までの１０年間を対象とし

た、流山市下水道事業経営戦略を策定に取り組んだ。今後は４年毎に見直しを行

っていく。 

一方、収入面において、営業収益で、処理区域内人口及び処理面積の増加に

伴い、下水道使用料が増加となったが、営業外収益で、他会計負担金の減少及

び長期前受金戻入の減少のため、収益全体では１．２６パーセント（３７，９７３，５０１

円 ）の減額となった。 

費用面においては、営業外費用及び特別損失で減少となったものの、営業費用

の減価償却費及び流域下水道維持管理負担金等の増加により、費用全体では、

１．３８パーセント（４０，６０５，００５円 ）の増加となり、損益では１，６６６，７５５円の赤

字となった。 

資本的収入においては、今年度も水道事業会計から４００，０００，０００円の長期

借入れを行った。 

 

イ 建設事業  

既成市街地の汚水整備の内、江戸川左岸流域関連公共下水道整備事業につ

いては、東深井地区約３ヘクタール、美原地区約１ヘクタール、西初石地区約１ヘ

クタール、向小金地区約１４ヘクタールの整備を行い、手賀沼流域関連公共下水

道整備事業については、駒木地区約４ヘクタールの整備を行い、水質汚濁防止及

び住環境の向上を図った。 

雨水幹線の整備については、向小金雨水幹線整備事業の内、東日本旅客鉄

道株式会社常磐線の軌道下横断工事約４０メートルが完成し、向小金地域の浸

水対策を図った。また、大堀川１号雨水幹線整備事業の内、雨水幹線工事約９０

メートルを行い、東初石・美田地区の浸水対策を図っている。（平成３０年度への繰

越事業） 



 
 

更に、つくばエクスプレス沿線整備事業に係る汚水管整備として、新市街地地

区約８ヘクタール、運動公園周辺地区約２ヘクタール、西平井・鰭ケ崎地区約２ヘ

クタール、鰭ケ崎 ・思井地区約３ヘクタール、木地区約 ７ヘクタールの整備を行い、

水質汚濁防止及び住環境の向上を図った。雨水管整備として、新市街地地区約

３ヘクタールの整備を行い、浸水対策を図った。 

 

ウ 業務の状況  

平 成 ２ ９年 度 末 の排 水 区 域 人 口 は１ ６ ２ ， ４ ２ ７人 で、平 成 ２ ８年 度 に比 べ

７ ， ５ ６ ３ 人増加し、下水道普及率は８６．９２パーセントとなった。 

年 間 有 収 水 量 は１ ４ ， ７ ３ ５ ， ２ ８ ４立 方 メートルとな り 、平 成 ２ ８年 度 に比 べ

６ ８ ２ ， ８ ９ ７ 立方メートルの増となった。 

 また、下水道使用料の不納欠損金処理は、１７５件 、５１６，３８８円で、平成２８年

度に比べ４７３，００２円の減となった。 

 

エ 経理の状況  

収益的収入は、３，１３０，０９５，３３２円で、平成２８年度に比べ５５，３３９，２２０円

の減少となった。この主な要因は、営業外収入の他会計負担金及び長期前受金

戻入の減額。また、特別利益が今年度はなかったものである。 

一 方 、収 益 的 支 出 は 、 ３ ， ０ ６ ０ ， ２ ７ ０ ， ０ ０ ７ 円 で 、平 成 ２ ８ 年 度 に比 べ 

４２，１３８，９２３円の増加となった。この主な要因は、減価償却費及び下水道使用

料の伸びに比例して流域下水道維持管理負担金が増加したものである。 

この結果、平成２９年度の損益は、税抜きによる収益的収入が２，９７９，７５４，５３３円、

収益的支出が２，９８１，４２１，２８８円で、収入から支出を差し引くと１，６６６，７５５円

の純損失となった。 

 資本的収入は、２，９４６，５８０，３３２円で、平成２８年度に比べ１４，０２８，９７４円

の減少となった。その主な要因は、事業繰越しに伴う国庫補助金及び工事負担金

の減少によるものである。この資本的収入のうち、負担金４８０，７０９，５２７円は、資

本的支出の建設改良費に充てるための受益者負担金１３０，５５７，０６７円、つくば

エクスプレス沿線整備事業費に充てるため、独立行政法人都市再生機構及び千

葉県の各区画整理施行者並びに流山市との協定に基づき収入する工事負担金

２１５，０１８，３４０円、近隣市との協定に基づき収入する共用管建設及び雨水幹線

工事負担金並びに認可区域外の下水道接続に伴う受益者負担金相当額の開発

者負担金１３５，１３４，１２０円である。 

 一 方 、資 本 的 支 出 は、３ ， ２ ４ ８ ， ３ ６ １ ， ２ ６ ０円 で、平 成 ２ ８年 度 に比 べ 



 
 

３０２，００２，９５１円の減額となった。その主な要因は、つくばエクスプレス沿線整備

事業費で新市街地地区整備の終了に伴うものである。 
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議  案  

番  号  
件             名  提出年月日  議決年月日  

議   案  

第 ６９号  

平成 ２９年度流山市下水道事業会計補正予

算（第１号 ） 
H29.  8.31  H29.10.  2  

議   案  

第 ７２号  

平成 ２８年度流山市下水道事業会計決算認

定について 
H29.  8.31  H29.10.  2  

議   案  

第 ２９号  
平成３０年度流山市下水道事業会計予算  H30.  2.15  H30.  3.19  

議   案  

第 ３０号  

平成 ２９年度流山市下水道事業会計補正予

算（第２号 ） 
H30.  2.15  H30.  3.19  

職    種  
平成 ３０年 ３月 ３１日  

現在の職員数 （人 ） 

平成 ２９年 ３月 ３１日  

現在の職員数 （人 ） 

増    減  

     （人） 

事 務 職 員  ７ ７ ０ 

技 術 職 員  １０ １０ ０ 

合 計  １７ １７ ０ 


